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近.世:i映 以降 の農家形i^.・ 良化につい-r 一 dJ ロ卑の如屋形式をま して一
雄岡教 背大　○河合玲 子

目的　 山口市(; U  i-f る典型的 なχ 家形熊 は、 主屋 に付属屋・ 的 屋と長 屋々ヽご結 冶ヽ し, ＆ 中

門 そ台所 中門 など気出 部t  i っ も・T- あ・ ．i    。形 式･l 止年 改集 ごれ る 各<n に も.踏襲?  れ、

釣 屋珍 式fc 岬､りしている,    L. カ、しit 世以､豪 の恚本､的 な農 家形 熊(I  主屋 と牛屋r  あ') 、付

^ 屋 や甲門II  'i れぺ 降 の改善 に よ4  i- のf あヽ る. 農 家改善 ．研 究μ 主屋<r> 聞取 り・ 丸化 に

主眼 が置≫ヽ れ ゐ* こヽ、 ここTヽ､3 寸属屋r- 着a し てみμ． 々 のことit  ぷ') .   農 家にJ-" ける労働

･ 忌仕楕屹^ 農 蒙形 熊t  ､ 関係-k 明 らヵヽ I- f る．

方傭　*-ﾉ!. の建 築茸kべ･･‘たエ時^べj  ・ 湘 石農 家^  0 戸<n 間 取 り<n μ 集t. 、/fi. い ヽ方々冰

屯改瀋 の状促 にっ い て蘭?  取 り調 査 刎 牙 。n≒　まr-.. ﾀｴ 戸時 代 の農 蒙形態 についT  (I.   ^

口県丈塔館貳 の ゛ぶ口宰刹 孝ヽ建j, 、『 毛利 叡丈厚a   *ヽ ら調 べμ．

結 集　i-Jk. の馮体 甕間n  i-間､-. 広･リ 、 やが-r X.間・､無に申門* り乍られろ、拿 作業 の艶

聞･i 屋外 に移') 、 付馮 刄.-J 増 やレてゅく.
    
浪 宅次善､3t^ 間 の広 大.の八びに締') 延J  れ 、4

れに対 応ヽ し て槐 の乞間 のm 花t  良化 し ’≒:  のt うV 空間 拡 大・携 屹 の^ 化･ｴ 、^^, り^

属屋I  糾を ？せ 心形 熊 を形威 しre  と秀 之ら八*  .
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戦 後 日 本 のリ ビ ン グ ル ー ム に お け る 室 内 意 匠 の 変 遷

平安 女 学 院 短 大　 松 原 小 夜 子

召 的:　 本 研 究 は、 住 ま い の 室 内 意 匠 の 変 化 発展 の 論 理 を､記 号 消費 と い っ た 視点 か ら 分 析 ・

考 察 す る こ と を 目 的 と し て い る、 記 号 価 値 とひ と く ち に い っ て も さ まざ ま な 傾 向 が 存 在 す

る が、 本 研 究 で は 記 号 価 値 の 中 で も 古 典 的 とい え る ス テ ー タ スシ ン ボ ル 性 に着 目し て い る

本 報 告 に 先 立 つ 実 態調 査 お よ び イン テ リ ア 情報 に 関 す る 調 査 で は、 リ ビ ン グ ル ー ム の イ ン

テ リ ア は、 ＜ 革 張 ＞〈 布 張 ク ラ シ ッ ク ＞〈 布張 モ ダ ン 他 ＞〈 イ ス・ ソ フ ァ ーな し ＞ の ４ つ

に 大 き ＜ 類 型 化 で きる こ と、 こ れら のう ち、 ＜ 革 張 ＞ と ＜ 布 張 ク ラ シ ッ ク ＞ の 類 型 が ス テ

ー タ スシ ン ボ ル と し て の 意 味 合 が 強 い と 推 察で き る こ と が明 ら か に な っ た。 そ こ で 本 報 告

で は、 こ の２ つ の 類 型 が ステ ータ スシ ン ボ ルの 記 号 と し て 普 及 す る にい た るプ ロ セ ス につ

い て 歴 史 的 に 考 察 し て み たい。

方 法:　分 析 対 象 は、 雑 誌「 新 住宅 」 に掲 載 され たリ ビ ン グ ル ー ムの 室 内 意 匠 と し た。　対 象

と す る 事 例の 条 件 は、 注 文 住 宅 で あ る こ と、 床 面 積が 明 記 さ れ て い る こ と、 内 装 材 な ど の

記 述 が あ る こ と、 リビ ン グ ル ー ム が 見 渡 せ る写 真 が 掲 載 さ れ て い る こ と な ど で あ る。　昭 和

2 4年 か ら 平 成３年 まで の 合 計779 事 例 を 対 象 とし た。

結M:　 昭 和30 年 代 は、 ＜ 布 張 モダ ン 他 ＞ が ほと ん ど で あ る。　昭 和40 年 代 に は い っ て ＜ 革 張

＞ が 増 え、 昭 和60 年 代 に は 両 者 の割 合 は か なり 近〈 な る。　〈 布 張 ク ラ シ ッ ク ＞ は 全 般 に 少

数 で あ る。　こ れ ら の 類 型 別 に 延 床 面 積 や エ レメ ン ト の 特 徴 を 比 較 し て み る と、 ＜ 革 張 ＞ と

＜ 布 張 ク ラシ ッ ク ＞ が 延 床 面 積 が 大 きく、 イン テ リ ア も 高 級 で あ り、 ス テ ータ スシ ン ボ ル

と し て の イメ ー ジ が 昭 和40 年 代 頃 か ら 形 成 され て き た も の と 考 え ら れ る。
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